



















































現rkapagJと rkungJについてフィリピン語の文法書の記述を見てみると、 Schacter& 




1 )文法テストイ 2)翻訳テスト、 3)アンケート調査とフォロー・インタヒ、ューを行っ
た。調査対象者は38名 (Gl:初中級レベル10名、 G2:中級レベル17名、 G3:上級レベル






1.文法テストは「タラJ rパJ rどちらもj の三肢から選択する問題で、母語話者の
選択結果が「タラJ90%以上一致したのは、事実条件(1.発見、 2.時間的頼序)とモダ
リティー制約のある問題だけであった。

























































本調査は、 1)文法テスト、 2)翻訳テスト、 3)アンケートとインタビューの三種類
r に大きく分かれる。1)文法テストは、学習者の誤用と正用の傾向をみるためのものであ
り、 2)翻訳テストは、学習者が日本語の「タラJ rパJをフィリピン語のKungとKapag
とどのように対応させているかをみるためのものである。 3)アンケートとインタビュー
は、学習者自身がどのようにして「タラ」と「パ」を使い分けているのかを問うものであ
る。
文法テストだけを分析対象とした先行研究が多い中で、翻訳と学習者自身の声を加えた
三方向の基礎資料を分析対象とし、各資料開の関係を検討したことから興味深い結論が得
られている。特に第8章では、学習が「タラJ rパ」の使い分けの手がかりとしている言
語形式や意味概念を「学習者キューJとして取り出し、それらの手がかりが学習者の日本
語能力が高くなるに従って変化していく様子が分析されている。また、それらのキューか
ら導き出されて実際に学習者が使用する規則を「学習者ルールJと呼び、その分析結果か
ら、同じキューであっても学習者によって異なるルールが導きだ、されていること、ルール
そのものも日本語能力が高くなるにしたがって整理されていくことが示されている。
本研究の意義と問題点
本論文では外国語の学習においては母語だけでなく、日本語よりも先に学習された言語
が大きく影響を及ぼすことを三方向から得られた資料を用いて具体的に指摘しているとい
う点で大きな意義をもっている。日本語を対象とした第二言語習得研究では、学習者の第
一言語である母語と対象言語である日本語との関係を中心にこれまで議論されてきたが、
フィリピンの場合のように第一言語であるフィリピン語以外に日常的に英語が使用される
ような言語環境においては、母語からの影響と第二言語である英語からの影響のどちらも
¥が大きく、しかも言語テストの方法によって異なる結果が観察さ‘れるという指摘は、重要
である。日本語教育の改善という視点から見ても、本論文の調査結果から受ける示唆は多
い。今後、直接法と英語を媒介語とした日本語教授法を再考し、母語による文法解説の必
要性や翻訳という手法を取り入れることの是非等、色々芯方向に研究を発展させていくこ
とが可能である。
フィリピンの日本語の教育においては、日本語だけを用いた直接説法が使用されるか、
あるいは英語を媒介語とした授業が行われており、教科書の文法解説も英語で書かれてい
ることが多い。学習者は、教室内や教科書で学習じたことがらだけでなく、自分自身で試
行錯誤しながら「学習者ルールJを作り上げて行くが、日本語の文法テストに関して行わ
れたアンケートとインタビューの結果では、フィリピン語のKungとKapagと関連づけて
ルールを構築した学習者は少なく、英語のIfとWhenと関連づけたルールを構築した学習
者が多いという結果が得られている。フィリピンの学習者は、母語の文法ではなく、英語
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を日本語と対照している可能性が高いのではないか。また、日本語だけで行われた文法テ
ストにおいてはフィリピン語からの影響は見られないが、翻訳テストではフィリピン語か
らの影響が観察されるという本論文で得られたもうひとつの結果とあわせて考えると、フ
ィリピン語を母語とする日本語学習者にとって、英語・フィリピン語の果たす役割や日本
語の教育方法との関係について、さらに大きな仮説を提唱することも出来たのではないか
と思われる。
その他、審査委員からは、 1)要約の書き方が不十分で本論文の結論がうまく反映され
ていないこと、 2)調査対象となった大学の一校についての記述が、第一章のフィリピン
における日本語教育の概説部分で言及がないこと、 3)誤字等が残っτいる乙と等の指摘
があった。また、日本語・フィリピン語・英語の三言語聞の条件表現に関する対照研究が
さらに必要であるという指摘もなされたが、言語の対照研究はそれ自体が非常に大きな研
究分野であり、中間言語研究を目的とする本論文の筆者にその全ての責を負わせることは
できず、またこの論文の価値を損なうものではないという点で委員会の意見は『一致した。
以上の審査の結果、本委員会は、本論文が博士(日本語・日本文化)の学位に相応しい
業績であるという結論に達した。
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